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　新
年
の
ご
挨
拶

能
代
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

　田

　村

　重

　由

　
　新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　旧
年
中
は
、
本
会
の
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
支
援
・

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
国
で
は
、
「
我
が
事
・
丸
ご
と
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
地
域
共

生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
少
子
高
齢
社
会
の
進
行
に
よ
り
、
地
域

社
会
全
体
の
機
能
や
世
帯
構
造
が
変
化
し
て
お
り
、
市
民
の
抱
え
る
生
活
福
祉
課

題
も
、
社
会
的
孤
立
、
虐
待
、
生
活
困
窮
、
子
ど
も
の
貧
困
な
ど
が
複
合
し
、
福

祉
関
係
者
だ
け
で
は
解
決
が
困
難
と
な
る
事
案
が
顕
在
化
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が

そ
の
背
景
に
あ
り
ま
す
。

　こ
う
し
た
課
題
等
を
解
決
し
て
い
く
た
め
に
は
、
行
政
、
専
門
機
関
、
民
生
児

童
委
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
は
も
と
よ
り
、
地
域
住
民
の
皆
様
を
含
め
た
幅

広
い
分
野
の
方
々
が
、
連
携
・
協
働
に
よ
り
、
見
守
り
や
支
え
合
い
な
ど
の
支
援

体
制
を
構
築
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　本
会
で
は
、
生
活
困
窮
者
や
権
利
擁
護
を
必
要
と
し
て
い
る
方
々
の
相
談
や
支

援
の
た
め
の
相
談
窓
口
の
充
実
等
を
は
か
り
、
問
題
が
深
刻
化
す
る
前
の
早
期
解

決
、
予
防
活
動
に
向
け
た
取
組
等
に
鋭
意
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
き
め
細
か
な
施
策
を

積
極
的
に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　本
年
も
、
皆
様
に
は
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
健
や
か
で
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
三
十
一
年
元
旦

ボランティアセンター事業
【災害ボランティアセンター運営訓練
　　　　　　　　　　　　　11月30日】
　災害ボランティアセンターの運営に向けての訓
練を行いました。秋田市社協の石井誠也地域福祉
課長から、今年５月の水害で災害ボランティアセ
ンターを設置した時の運営や被災者への支援活動
についての講話をいただきました。運営訓練では、
受付、ニーズ、マッチング班などを設置し、実際
の動きについて確認しました。訓練後にはボラン
ティア役の参加者から、様々な課題が聞かれ、今
後の運営について考えさせられる訓練となりまし
た。

【ボランティアのつどい「ボランティア
　　　　　リーダー養成研修」12月１日】
　特定非営利法人ぼらんたすの栗原穂子事務局長
より、ボランティア活動の基本的なことについて
講話いただきました。活動の先には、相手がいる
こと、その相手の立場や気持ちについて、参加者
同士で学び合いました。

《表彰者一覧》　　　　　　　
安　井　節　子（二ツ井地区更生保護女性の会）
菊　池　　　豊（二ツ井・藤里地区少年保護育成委員会）
野　村　マ　ス（槐・四日市自治会）
渡　部　幸　枝（能代市連合婦人会）
福　井　ミ　ヤ（能代市連合婦人会）
淡　路　エ　ツ（能代市連合婦人会）
松　橋　秋　子（能代市連合婦人会）
市　川　ミエ子（能代市連合婦人会）
豊　澤　恭　子（二ツ井町赤十字奉仕団）
井　川　チ　ナ（個人ボランティア）
のしろコカリナ会（能代市ボランティア連絡協議会）
秋田県立二ツ井高等学校吹奏楽部
能代市立二ツ井中学校生徒会
　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

二ツ井生きがいスクール
【相続・遺言についての講話　11月１日】
　能代公証役場の高橋仁氏より「相続と遺言」につ
いて講話をいただきました。日頃関心はあっても、
なかなか制度的なことにふれる機会のなかった内容
に、参加者は自分自身の今後について改めて考えさ
せられる時間となりました。

【お楽しみ会・健康講話　11月14日】
　健康講話で大館ヤクルト販売(株)職員の方から腸
内の健康を保つ３つのリズムについてのお話があり
ました。運動や声を出すことも免疫力を高めること
に繋がるとのことで、会の最後には参加者全員で季
節の歌を合唱しました。

【能代市社会福祉大会　11月９日】
　この大会は、福祉関係者が一同に会し共通理解を深め、社会福祉に功績のあった個人及び団体に感謝の
意を表するために開催し、今年度は地域福祉の向上に貢献された10個人、３団体の方々が表彰されました。
記念講演では、ＫＴ福祉研究所代表の松藤和生氏より「地域で共に支え合うしくみづくり～見守りと支え
合いの地域福祉～」と題したご講演をいただきました。

　会

　長

　田
村

　重
由

副
会
長

　藤
田

　
　定

　〃

　
　鎌
田

　耕
次

理

　事

　能
登

　祐
子

　〃

　
　伊
藤

　
　誠

　〃

　
　田
村

　久
子

　〃

　
　小
山
佳
代
子

　〃

　
　渟
城

　聖
子

　〃

　
　今
立
芙
美
子

　〃

　
　石
川

　佳
英

　〃

　
　佐
藤

　俊
一

　〃

　
　直
嶋

　康
則

監

　事

　高
堂

　康
男

　〃

　
　沢
田
石
信
夫

　〃

　
　工
藤

　政
範

本
年
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
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能代市社協だより

　
場
　
　所
　
能
代
市
社
会
福
祉
協
議
会
面
談
室

　
時
　
　間
　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

　
定
　
　員
　
市
内
在
住
の
方
　
先
着
５
名

　
問
合
せ
　
能
代
市
社
会
福
祉
協
議
会
　

　
　
　
　
　
　
☎
89̶

６
０
０
０

◆
い
き
い
き
サ
ロ
ン
支
援
事
業
の
登
録
団
体
募
集

　
高
齢
者
や
子
育
て
中
の
親
子
、
障
が
い
を
持
つ
方
な
ど

が
、
地
域
の
公
民
館
や
集
会
所
等
を
拠
点
に
、
地
域
で
孤

立
す
る
こ
と
な
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
目

的
と
し
た
「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
の
運
営
に

対
し
助
成
し
ま
す
。

対
象
団
体
　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
、
就
学
前
の
子
育
て

中
の
親
子
、
身
体
・
知
的
・
精
神
障
が

い
を
持
つ
方
や
世
代
間
の
交
流
を
目
的

と
し
た
団
体

　
　
　
　
　
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
め
５
人
以
上
）

助
成
額
　
３
千
円
を
限
度
に
参
加
者
１
人
１
０
０
円

及
び
会
場
借
上
料
千
円
を
限
度
に
助
成

し
ま
す
。

　
助
成
回
数
　
毎
月
１
回
ま
で

　
問
合
せ
　
能
代
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
☎
89̶

６
０
０
０

□
住
宅
入
居
費
　
住
宅
の
賃
貸
契
約
に
必
要
な
経
費

　貸
付
限
度
額
　
40
万
円
以
内

　
据
置
期
間
　
６
ヶ
月
以
内

　
償
還
期
間
　
10
年
以
内

□
一
時
生
活
再
建
費
　
日
常
生
活
費
で
賄
え
な
い
、
一
時
的

に
必
要
な
経
費

　貸
付
限
度
額
　
60
万
円
以
内

　
据
置
期
間
　
６
ヶ
月
以
内

　
償
還
期
間
　
10
年
以
内

　
　
問

　合

　せ
　
能
代
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
☎
89̶

６
０
０
０

◆
制
服
リ
ユ
ー
ス
事
業

　
子
育
て
世
代
の
方
々
を
支
援
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
市
内
の
中
学

校
、
高
校
を
卒
業
し
た
り
、
成
長

で
着
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
制
服

を
引
き
取
り
、
必
要
と
し
て
い
る

世
帯
に
無
償
で
提
供
し
ま
す
。

　
ま
た
、
皆
さ
ま
が
保
管
し
て
い
る
制
服
を
必
要
な
方

の
た
め
に
橋
渡
し
し
ま
す
の
で
、
ご
提
供
下
さ
い
。

　
事
業
対
象
校
　能
代
市
内
の
中
学
校
・
高
等
学
校

　利
用
対
象
者

　生
活
に
困
窮
し
て
い
る
世
帯
（
生
活
保

護
世
帯
含
む
）
等
で
市
内
の
中
学

校
・
高
等
学
校
に
在
籍
す
る
生
徒
、

入
学
・
転
校
予
定
の
児
童
生
徒

※

制
服
の
ご
提
供
は
、
ど
な
た
で
も
可
能
で
す
。
た
だ

し
、
提
供
さ
れ
た
制
服
は
、
返
品
い
た
し
ま
せ
ん
。

◆
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
所

　
開
催
日
　１
月
23
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
２
月
27
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
３
月
27
日
（
水
）

◆
生
活
福
祉
資
金
貸
し
付
け
の
ご
案
内

　
●
教
育
支
援
資
金

　
低
所
得
者
世
帯
（
生
活
保
護
基
準
額
の
1.7
倍
程
度
の

世
帯
ま
た
は
生
活
保
護
世
帯
）
を
対
象
に
無
利
子
で
教

育
支
援
金
を
お
貸
し
す
る
制
度
で
す
。

□
教
育
支
援
費
　
高
校
、
大
学
、
高
等
専
門
学
校
等
の

就
学
に
必
要
な
経
費

　貸
付
限
度
額
　
高
校
・
・
月
3.5
万
円
以
内

　
　
　
　
　
　
　
高
専
・
・
月
6.0
万
円
以
内

　
　
　
　
　
　
　
短
大
・
・
月
6.0
万
円
以
内

　
　
　
　
　
　
　
大
学
・
・
月
6.5
万
円
以
内

　据
置
期
間
　
卒
業
後
６
ヶ
月
以
内

　償
還
期
間
　
20
年
以
内

※

特
に
必
要
と
認
め
る
場
合
に
限
り
、
貸
付
月
額
の
1.5
倍
の

額
ま
で
貸
付
可
能

□
就
学
支
度
費
　
高
校
、
大
学
、
高
等
専
門
学
校
等
の

入
学
に
必
要
な
経
費

　貸
付
限
度
額
　
50
万
円
以
内

　
据
置
期
間
　
卒
業
後
６
ヶ
月
以
内

　
償
還
期
間
　
20
年
以
内

　
●
総
合
支
援
資
金

　
失
業
さ
れ
た
方
な
ど
を
対
象
に
、
相
談
支
援
（
就
労

支
援
、
家
計
指
導
等
）
を
行
い
、
自
立
が
見
込
ま
れ
る

世
帯
に
必
要
な
資
金
を
お
貸
し
す
る
制
度
で
す
。

□
生
活
支
援
費
　
生
活
再
建
ま
で
に
必
要
な
生
活
費

　貸
付
限
度
額
　
２
人
以
上
・
・
月
20
万
円
以
内

　
　
　
　
　
　
　
単
身
・
・
月
15
万
円
以
内

　
据
置
期
間
　
６
ヶ
月
以
内

　
償
還
期
間
　
10
年
以
内

◆
平
成
31
年
度
福
祉
団
体
等
助
成
事
業

　（
共
同
募
金
事
業
）
の
申
請
受
付

対
象
団
体

　市
内
に
在
住
し
、
地
域
住
民
を
対
象
に
自

主
的
に
地
域
福
祉
活
動
を
行
う
福
祉
団

体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
な
ど
で
、
共
同
募
金
運
動
に
積
極
的

に
参
画
、
推
進
す
る
団
体

対
象
事
業
　・
高
齢
者
、
障
が
い
児
・
者
、
児
童
・
青

　
　
　
　
　
　
少
年
の
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
の
活
動

・
そ
の
他
、
住
民
全
般
の
福
祉
課
題
を

解
決
す
る
た
め
の
活
動

※

対
象
と
な
る
事
業
は
、
市
内
に
お
い

て
実
施
さ
れ
る
地
域
福
祉
活
動
で
す
。

助
成
額

　１
団
体
10
万
円
を
限
度
と
し
、
予
算
の
範

囲
内
で
審
査
委
員
会
に
お
い
て
決
定
し

ま
す
。

※

同
一
事
業
で
助
成
を
受
け
る
期
間
は

５
年
を
限
度
と
し
ま
す
。

申
請
期
限
　平
成
31
年
２
月
８
日
（
金
）
ま
で

申
込
み

　能
代
市
共
同
募
金
委
員
会
（
能
代
市
社
会

福
祉
協
議
会
内
）

　問
合
せ
　
能
代
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
☎
８
９̶

６
０
０
０

※

申
請
書
は
、
能
代
市
社
会
福
祉
協
議

会
窓
口
ま
た
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
二
ツ
井
い
き
が
い
ス
ク
ー
ル

●
ふ
っ
ち
ゃ
ん
カ
フ
ェ

　開
催
日
　毎
月
第
３
水
曜
日

　
時
　
　間
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　参
加
費
　
無
料
（
参
加
自
由
）

　場
所･

問
合
せ
　
二
ツ
井
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎
73̶

３
８
０
１

◆
高
齢
者
料
理
教
室

　開
催
日
　２
月
22
日
（
金
）

　
時
　
　間
　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

　定

　
　員
　
概
ね
65
歳
以
上
の
方
20
名

　場

　
　所
　
二
ツ
井
公
民
館

　問
合
せ
　
二
ツ
井
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎
73̶

３
８
０
１

社
協
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
雪
対
策
支
援
事
業

●
雪
ん
こ
レ
ン
ジ
ャ
ー
（
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
募
集

　
自
力
で
除
雪
を
行
う
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者
世
帯
等

の
た
め
に
、
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

個
人
だ
け
で
な
く
団
体
・
学
校
（
部
活
）
・
企
業
等
の

登
録
も
可
能
で
す
。

　
除
雪
範
囲
は
生
活
圏
（
生
活
路
、
ガ

ス
ボ
ン
ベ
・
ス
ト
ー
ブ
排
気
口
周
辺

等
）
の
確
保
に
必
要
な
最
小
限
度
で
す
。

屋
根
の
雪
下
ろ
し
や
駐
車
場
の
除
雪
は
行
い
ま
せ
ん
。

●
燃
料
費
の
助
成

　
個
人
・
団
体
等
で
所
有
す
る
除
雪
機
等
を
使
用
し
て

高
齢
者
宅
等
（
自
力
で
除
雪
を
行
う
こ
と
が
困
難
な
世

帯
等
）
を
除
雪
す
る
場
合
に
燃
料
費
（
冬
期
間
１
シ
ー

ズ
ン
で
上
限
は
個
人
５
千
円
、
団
体
１
万
円
）
を
助
成

し
ま
す
。

要

　件
　
・
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
場
合
は
３
件
以
上

の
高
齢
者
宅
等
を
除
雪
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
・
団
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
場
合
は
、
地
域
内

の
高
齢
者
宅
等
を
除
雪
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
・
活
動
後
、
指
定
す
る
報
告
書
に
自
治
会
長

か
ら
の
証
明
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
小
型
除
雪
機
＆
軽
ト
ラ
ッ
ク
ダ
ン
プ
の
貸
出

　
自
力
で
除
雪
を
行
う
こ
と
が
困
難

な
高
齢
者
世
帯
等
に
対
し
て
除
雪
支

援
す
る
場
合
に
、
小
型
除
雪
機
、
軽

ト
ラ
ッ
ク
ダ
ン
プ
等
を
無
料
で
貸
出
し
ま
す
。

※

こ
の
燃
料
費
の
助
成
及
び
貸
出
す
る
小
型
除
雪
機
等

の
燃
料
費
は
、
能
代
市
福
祉
基
金
事
業
を
活
用
し
て

い
ま
す
。

　問
合
せ
　
能
代
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
☎
８
９̶

６
０
０
０

ツインクル（子育てサロン）

ぬくもり喫茶（高齢者サロン）

いきいきサロン活動の様子
【ご　寄　付】

　平成30年11月14日(水)能代厚生医療センター（院長
太田原康成）様より、10月に開催した病院祭の収益金
33,060円を能代市社会福祉協議会へご寄付いただきま
した。ありがとうございました。
　この寄付金は、地域福祉活動に使わせていただきます。
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場
　
　所
　
能
代
市
社
会
福
祉
協
議
会
面
談
室

　
時
　
　間
　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

　
定
　
　員
　
市
内
在
住
の
方
　
先
着
５
名

　
問
合
せ
　
能
代
市
社
会
福
祉
協
議
会
　

　
　
　
　
　
　
☎
89̶

６
０
０
０

◆
い
き
い
き
サ
ロ
ン
支
援
事
業
の
登
録
団
体
募
集

　
高
齢
者
や
子
育
て
中
の
親
子
、
障
が
い
を
持
つ
方
な
ど

が
、
地
域
の
公
民
館
や
集
会
所
等
を
拠
点
に
、
地
域
で
孤

立
す
る
こ
と
な
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
目

的
と
し
た
「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
の
運
営
に

対
し
助
成
し
ま
す
。

対
象
団
体
　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
、
就
学
前
の
子
育
て

中
の
親
子
、
身
体
・
知
的
・
精
神
障
が

い
を
持
つ
方
や
世
代
間
の
交
流
を
目
的

と
し
た
団
体

　
　
　
　
　
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
め
５
人
以
上
）

助
成
額
　
３
千
円
を
限
度
に
参
加
者
１
人
１
０
０
円

及
び
会
場
借
上
料
千
円
を
限
度
に
助
成

し
ま
す
。

　
助
成
回
数
　
毎
月
１
回
ま
で

　
問
合
せ
　
能
代
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
☎
89̶

６
０
０
０

□
住
宅
入
居
費
　
住
宅
の
賃
貸
契
約
に
必
要
な
経
費

　貸
付
限
度
額
　
40
万
円
以
内

　
据
置
期
間
　
６
ヶ
月
以
内

　
償
還
期
間
　
10
年
以
内

□
一
時
生
活
再
建
費
　
日
常
生
活
費
で
賄
え
な
い
、
一
時
的

に
必
要
な
経
費

　貸
付
限
度
額
　
60
万
円
以
内

　
据
置
期
間
　
６
ヶ
月
以
内

　
償
還
期
間
　
10
年
以
内

　
　
問

　合

　せ
　
能
代
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
☎
89̶

６
０
０
０

◆
制
服
リ
ユ
ー
ス
事
業

　
子
育
て
世
代
の
方
々
を
支
援
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
市
内
の
中
学

校
、
高
校
を
卒
業
し
た
り
、
成
長

で
着
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
制
服

を
引
き
取
り
、
必
要
と
し
て
い
る

世
帯
に
無
償
で
提
供
し
ま
す
。

　
ま
た
、
皆
さ
ま
が
保
管
し
て
い
る
制
服
を
必
要
な
方

の
た
め
に
橋
渡
し
し
ま
す
の
で
、
ご
提
供
下
さ
い
。

　
事
業
対
象
校
　能
代
市
内
の
中
学
校
・
高
等
学
校

　利
用
対
象
者

　生
活
に
困
窮
し
て
い
る
世
帯
（
生
活
保

護
世
帯
含
む
）
等
で
市
内
の
中
学

校
・
高
等
学
校
に
在
籍
す
る
生
徒
、

入
学
・
転
校
予
定
の
児
童
生
徒

※

制
服
の
ご
提
供
は
、
ど
な
た
で
も
可
能
で
す
。
た
だ

し
、
提
供
さ
れ
た
制
服
は
、
返
品
い
た
し
ま
せ
ん
。

◆
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
所

　
開
催
日
　１
月
23
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
２
月
27
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
３
月
27
日
（
水
）

◆
生
活
福
祉
資
金
貸
し
付
け
の
ご
案
内

　
●
教
育
支
援
資
金

　
低
所
得
者
世
帯
（
生
活
保
護
基
準
額
の
1.7
倍
程
度
の

世
帯
ま
た
は
生
活
保
護
世
帯
）
を
対
象
に
無
利
子
で
教

育
支
援
金
を
お
貸
し
す
る
制
度
で
す
。

□
教
育
支
援
費
　
高
校
、
大
学
、
高
等
専
門
学
校
等
の

就
学
に
必
要
な
経
費

　貸
付
限
度
額
　
高
校
・
・
月
3.5
万
円
以
内

　
　
　
　
　
　
　
高
専
・
・
月
6.0
万
円
以
内

　
　
　
　
　
　
　
短
大
・
・
月
6.0
万
円
以
内

　
　
　
　
　
　
　
大
学
・
・
月
6.5
万
円
以
内

　据
置
期
間
　
卒
業
後
６
ヶ
月
以
内

　償
還
期
間
　
20
年
以
内

※

特
に
必
要
と
認
め
る
場
合
に
限
り
、
貸
付
月
額
の
1.5
倍
の

額
ま
で
貸
付
可
能

□
就
学
支
度
費
　
高
校
、
大
学
、
高
等
専
門
学
校
等
の

入
学
に
必
要
な
経
費

　貸
付
限
度
額
　
50
万
円
以
内

　
据
置
期
間
　
卒
業
後
６
ヶ
月
以
内

　
償
還
期
間
　
20
年
以
内

　
●
総
合
支
援
資
金

　
失
業
さ
れ
た
方
な
ど
を
対
象
に
、
相
談
支
援
（
就
労

支
援
、
家
計
指
導
等
）
を
行
い
、
自
立
が
見
込
ま
れ
る

世
帯
に
必
要
な
資
金
を
お
貸
し
す
る
制
度
で
す
。

□
生
活
支
援
費
　
生
活
再
建
ま
で
に
必
要
な
生
活
費

　貸
付
限
度
額
　
２
人
以
上
・
・
月
20
万
円
以
内

　
　
　
　
　
　
　
単
身
・
・
月
15
万
円
以
内

　
据
置
期
間
　
６
ヶ
月
以
内

　
償
還
期
間
　
10
年
以
内

◆
平
成
31
年
度
福
祉
団
体
等
助
成
事
業

　（
共
同
募
金
事
業
）
の
申
請
受
付

対
象
団
体

　市
内
に
在
住
し
、
地
域
住
民
を
対
象
に
自

主
的
に
地
域
福
祉
活
動
を
行
う
福
祉
団

体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
な
ど
で
、
共
同
募
金
運
動
に
積
極
的

に
参
画
、
推
進
す
る
団
体

対
象
事
業
　・
高
齢
者
、
障
が
い
児
・
者
、
児
童
・
青

　
　
　
　
　
　
少
年
の
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
の
活
動

・
そ
の
他
、
住
民
全
般
の
福
祉
課
題
を

解
決
す
る
た
め
の
活
動

※

対
象
と
な
る
事
業
は
、
市
内
に
お
い

て
実
施
さ
れ
る
地
域
福
祉
活
動
で
す
。

助
成
額

　１
団
体
10
万
円
を
限
度
と
し
、
予
算
の
範

囲
内
で
審
査
委
員
会
に
お
い
て
決
定
し

ま
す
。

※

同
一
事
業
で
助
成
を
受
け
る
期
間
は

５
年
を
限
度
と
し
ま
す
。

申
請
期
限
　平
成
31
年
２
月
８
日
（
金
）
ま
で

申
込
み

　能
代
市
共
同
募
金
委
員
会
（
能
代
市
社
会

福
祉
協
議
会
内
）

　問
合
せ
　
能
代
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
☎
８
９̶
６
０
０
０

※

申
請
書
は
、
能
代
市
社
会
福
祉
協
議

会
窓
口
ま
た
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
二
ツ
井
い
き
が
い
ス
ク
ー
ル

●
ふ
っ
ち
ゃ
ん
カ
フ
ェ

　開
催
日
　毎
月
第
３
水
曜
日

　
時
　
　間
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　参
加
費
　
無
料
（
参
加
自
由
）

　場
所･

問
合
せ
　
二
ツ
井
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎
73̶

３
８
０
１

◆
高
齢
者
料
理
教
室

　開
催
日
　２
月
22
日
（
金
）

　
時
　
　間
　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

　定

　
　員
　
概
ね
65
歳
以
上
の
方
20
名

　場

　
　所
　
二
ツ
井
公
民
館

　問
合
せ
　
二
ツ
井
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎
73̶

３
８
０
１

社
協
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
雪
対
策
支
援
事
業

●
雪
ん
こ
レ
ン
ジ
ャ
ー
（
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
募
集

　
自
力
で
除
雪
を
行
う
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者
世
帯
等

の
た
め
に
、
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

個
人
だ
け
で
な
く
団
体
・
学
校
（
部
活
）
・
企
業
等
の

登
録
も
可
能
で
す
。

　
除
雪
範
囲
は
生
活
圏
（
生
活
路
、
ガ

ス
ボ
ン
ベ
・
ス
ト
ー
ブ
排
気
口
周
辺

等
）
の
確
保
に
必
要
な
最
小
限
度
で
す
。

屋
根
の
雪
下
ろ
し
や
駐
車
場
の
除
雪
は
行
い
ま
せ
ん
。

●
燃
料
費
の
助
成

　
個
人
・
団
体
等
で
所
有
す
る
除
雪
機
等
を
使
用
し
て

高
齢
者
宅
等
（
自
力
で
除
雪
を
行
う
こ
と
が
困
難
な
世

帯
等
）
を
除
雪
す
る
場
合
に
燃
料
費
（
冬
期
間
１
シ
ー

ズ
ン
で
上
限
は
個
人
５
千
円
、
団
体
１
万
円
）
を
助
成

し
ま
す
。

要

　件
　
・
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
場
合
は
３
件
以
上

の
高
齢
者
宅
等
を
除
雪
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
・
団
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
場
合
は
、
地
域
内

の
高
齢
者
宅
等
を
除
雪
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
・
活
動
後
、
指
定
す
る
報
告
書
に
自
治
会
長

か
ら
の
証
明
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
小
型
除
雪
機
＆
軽
ト
ラ
ッ
ク
ダ
ン
プ
の
貸
出

　
自
力
で
除
雪
を
行
う
こ
と
が
困
難

な
高
齢
者
世
帯
等
に
対
し
て
除
雪
支

援
す
る
場
合
に
、
小
型
除
雪
機
、
軽

ト
ラ
ッ
ク
ダ
ン
プ
等
を
無
料
で
貸
出
し
ま
す
。

※

こ
の
燃
料
費
の
助
成
及
び
貸
出
す
る
小
型
除
雪
機
等

の
燃
料
費
は
、
能
代
市
福
祉
基
金
事
業
を
活
用
し
て

い
ま
す
。

　問
合
せ
　
能
代
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
☎
８
９̶

６
０
０
０

ツインクル（子育てサロン）

ぬくもり喫茶（高齢者サロン）

いきいきサロン活動の様子
【ご　寄　付】

　平成30年11月14日(水)能代厚生医療センター（院長
太田原康成）様より、10月に開催した病院祭の収益金
33,060円を能代市社会福祉協議会へご寄付いただきま
した。ありがとうございました。
　この寄付金は、地域福祉活動に使わせていただきます。
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　新
年
の
ご
挨
拶

能
代
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

　田

　村

　重

　由

　
　新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　旧
年
中
は
、
本
会
の
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
支
援
・

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
国
で
は
、
「
我
が
事
・
丸
ご
と
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
地
域
共

生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
少
子
高
齢
社
会
の
進
行
に
よ
り
、
地
域

社
会
全
体
の
機
能
や
世
帯
構
造
が
変
化
し
て
お
り
、
市
民
の
抱
え
る
生
活
福
祉
課

題
も
、
社
会
的
孤
立
、
虐
待
、
生
活
困
窮
、
子
ど
も
の
貧
困
な
ど
が
複
合
し
、
福

祉
関
係
者
だ
け
で
は
解
決
が
困
難
と
な
る
事
案
が
顕
在
化
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が

そ
の
背
景
に
あ
り
ま
す
。

　こ
う
し
た
課
題
等
を
解
決
し
て
い
く
た
め
に
は
、
行
政
、
専
門
機
関
、
民
生
児

童
委
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
は
も
と
よ
り
、
地
域
住
民
の
皆
様
を
含
め
た
幅

広
い
分
野
の
方
々
が
、
連
携
・
協
働
に
よ
り
、
見
守
り
や
支
え
合
い
な
ど
の
支
援

体
制
を
構
築
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　本
会
で
は
、
生
活
困
窮
者
や
権
利
擁
護
を
必
要
と
し
て
い
る
方
々
の
相
談
や
支

援
の
た
め
の
相
談
窓
口
の
充
実
等
を
は
か
り
、
問
題
が
深
刻
化
す
る
前
の
早
期
解

決
、
予
防
活
動
に
向
け
た
取
組
等
に
鋭
意
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
き
め
細
か
な
施
策
を

積
極
的
に
展
開
し
て
ま
い
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ボランティアセンター事業
【災害ボランティアセンター運営訓練
　　　　　　　　　　　　　11月30日】
　災害ボランティアセンターの運営に向けての訓
練を行いました。秋田市社協の石井誠也地域福祉
課長から、今年５月の水害で災害ボランティアセ
ンターを設置した時の運営や被災者への支援活動
についての講話をいただきました。運営訓練では、
受付、ニーズ、マッチング班などを設置し、実際
の動きについて確認しました。訓練後にはボラン
ティア役の参加者から、様々な課題が聞かれ、今
後の運営について考えさせられる訓練となりまし
た。

【ボランティアのつどい「ボランティア
　　　　　リーダー養成研修」12月１日】
　特定非営利法人ぼらんたすの栗原穂子事務局長
より、ボランティア活動の基本的なことについて
講話いただきました。活動の先には、相手がいる
こと、その相手の立場や気持ちについて、参加者
同士で学び合いました。

《表彰者一覧》　　　　　　　
安　井　節　子（二ツ井地区更生保護女性の会）
菊　池　　　豊（二ツ井・藤里地区少年保護育成委員会）
野　村　マ　ス（槐・四日市自治会）
渡　部　幸　枝（能代市連合婦人会）
福　井　ミ　ヤ（能代市連合婦人会）
淡　路　エ　ツ（能代市連合婦人会）
松　橋　秋　子（能代市連合婦人会）
市　川　ミエ子（能代市連合婦人会）
豊　澤　恭　子（二ツ井町赤十字奉仕団）
井　川　チ　ナ（個人ボランティア）
のしろコカリナ会（能代市ボランティア連絡協議会）
秋田県立二ツ井高等学校吹奏楽部
能代市立二ツ井中学校生徒会
　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

二ツ井生きがいスクール
【相続・遺言についての講話　11月１日】
　能代公証役場の高橋仁氏より「相続と遺言」につ
いて講話をいただきました。日頃関心はあっても、
なかなか制度的なことにふれる機会のなかった内容
に、参加者は自分自身の今後について改めて考えさ
せられる時間となりました。

【お楽しみ会・健康講話　11月14日】
　健康講話で大館ヤクルト販売(株)職員の方から腸
内の健康を保つ３つのリズムについてのお話があり
ました。運動や声を出すことも免疫力を高めること
に繋がるとのことで、会の最後には参加者全員で季
節の歌を合唱しました。

【能代市社会福祉大会　11月９日】
　この大会は、福祉関係者が一同に会し共通理解を深め、社会福祉に功績のあった個人及び団体に感謝の
意を表するために開催し、今年度は地域福祉の向上に貢献された10個人、３団体の方々が表彰されました。
記念講演では、ＫＴ福祉研究所代表の松藤和生氏より「地域で共に支え合うしくみづくり～見守りと支え
合いの地域福祉～」と題したご講演をいただきました。
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